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特
徴
生
か
す
県
政
を

　
　
国
際
貢
献
や
医
療
・
福
祉

県
政
推
進
の
指
針
と
な
る
長

．
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
向
け
、
県

有
識
者
か
ら
意
見
を
聞
く
東

会
場
二
回
目
の
「
県
政
オ
ピ

ニ
オ
ン
会
議
」
が
十
四
日
、
都

内
の
ホ
テ
ル
で
聞
か
れ
た
。
「
国

際
貢
献
や
医
療
・
福
祉
分
野
な

ど
、
県
の
特
徴
を
生
か
し
、
具

体
的
な
施
策
を
盛
り
込
む
こ
と

が
必
要
」
と
の
認
識
で
一
致
し

た
。

　
小
長
啓
丁
ア
ラ
ビ
ア
石
油

社
長
、
木
村
治
美
・
共
立
女
子

大
教
授
、
伊
藤
元
重
・
東
京
大

教
授
、
‘
平
本
一
雄
・
三
菱
総
合

東京で２回目

オピニオン会議

を
」
と
述
べ
、
吉
廣
氏
は
「
県

の
少
子
高
齢
化
に
対
応
す
る
に

は
ゼ
ロ
歳
児
保
育
の
充
実
が
求

め
ら
れ
る
」
、
木
村
氏
は
「
医

療
水
準
が
高
い
の
だ
か
ら
難
病

専
門
病
院
を
設
け
れ
ば
」
と
提

言
し
た
。

　
伊
藤
、
平
本
の
両
氏
は
ピ
ジ

ョ
ン
の
掲
げ
る
「
快
適
生
活
県
」

に
触
れ
、
「
気
候
が
良
く
自
然

が
豊
か
で
あ
る
こ
と
を
生
か
す

べ
き
だ
。
米
国
で
先
進
的
な
仕

事
を
し
て
い
る
人
の
中
に
は
、

自
然
の
中
で
生
活
し
な
が
ら
ア

イ
デ
ア
を
生
み
出
す
ケ
ー
ス
が

目
立
ち
、
国
内
で
も
そ
の
傾
向

が
見
ら
れ
る
。
二
十
一
世
紀
は

質
の
高
い
生
活
の
で
き
る
と
こ

ろ
が
求
め
ら
れ
る
」
と
指
摘
し

た
。
。

　
村
田
氏
は
「
住
民
が
行
政
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
自
治

体
は
活
佳
化
し
て
い
る
。
住
民

の
声
を
き
め
細
や
か
に
聞
く
こ

と
が
必
要
」
と
話
し
た
。

　
県
は
十
月
を
め
ど
に
長
期
ピ

ジ
ョ
ン
の
骨
格
案
を
ま
と
め
た
’

後
、
再
び
県
政
オ
ピ
ニ
オ

議
を
開
き
意
見
を
求
め
、

度
内
に
ビ
ジ
ョ

方
針
。

奉ぶ

Ｉ
副
セ
ン
タ
ー
長
、
村
田
幸
子

・
Ｎ
Ｈ
Ｘ
解
説
委
員
、
作
家
の

古
漬
紀
代
子
氏
の
六
人
が
出

席
。
石
井
知
事
ら
が
聞
い
た
。

　
小
長
氏
は
、
岡
山
に
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）

の
本
部
が
あ
り
、
医
療
福
祉
分

野
に
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

　
「
国
際
貢
献
の
拠
点
づ
く
り
と

医
療
福
祉
関
連
の
産
業
育
成
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